
投与 96時間後の月T臓、腎臓及び全血中の放射能を測定したところ、ラットで 006
～0 17 μg7/g、 マウスで 004～029μゴごと、ラット及びマウスの全血中濃度 (それ

ぞれ 010及び 0 08 μg/nlL)と 同程度であり、蓄積性は低いと判断された。
ラット及びマウスの尿中から親化合物は検出されず、ラット及びマウスとも代IJI

物Ⅸ及びXⅡ が検出された (それぞれ 005～ 163及び 37～ 52%TRR)。

また、親化合物の 3・フェノキシベンジル基のベンゼン環に 2つの水酸鬼が結合 t

た代謝物は、ラット及びマウスでそれぞれ 025及び 118%TRRと 、存在量に差メ
認められた。

ラット及びマウスの糞中から、親化合物、代謝物 II及びⅢが同定された。規化 11,

物はラット及びマウスでそれぞれ 257及び 31%TRR、 代謝物Ⅱはそれぞれ 103
及び 139%TRR、 Ⅲはそれぞれ 120及び 126%TRRで あり、代謝物の存在量は 1
程度であったが、親化合物はラットよリマウスで少なかつた。

投与後 48及び 96時間の尿及び糞中排泄率は表 8に示されている。いずれも_Fl

が主要排泄経路であつた。 (参照 8)

表 8 投与後 48及び 96時間の尿中及び糞中排泄率 (%TAR)
■ll物種 ラット マ ウス

試料 尿 糞 尿 礎

投与後 48時間 94

96時間
注 )*:ケ ー を含む

(5)ウシ
ホルスタイン種泌乳牛 (一群3～ 5頭)に、エトフェンプロックスを28～ 30日 げ|l liと

億耳 (原体 :0、 10、 30及び1,000mゴ個体/日 )投与する動物体内運命試験が実施さ
れた。

10111g/個体ノ日投与群では、投与期間中エトフェンプロックスは検出限界未満

(<005m3/kg)であつた。30 mg/個 体/日投与群では、投与開始7及び14日 後に005

m♂贈のエトフェンプロックスが検出されたが、他の時期では検出限界未満であ ,

た。1,000 mg/個 体/日 投与群では、試験開始2～ 28日 後まで平L汁中に066～ 211

mg/1igのエトフェンプロックスが検出された。

10及び30mゴ個術 日投与群では、月千臓、腎臓及び骨格筋中のエトフェンプロック

スは検||1限界 (0 05 μg7/g)|こ 近い値又はそれ未満であったが、脂肪 (腹 1莫脂lll」及び

皮下脂肪)組織中には、10 mg/個体/日 投与群では021～ 054‖ノg、 30 mg/個体/1

投与群では007～ 1 89 μg/g検出された。

1,000 mgr個体/日 投与群では、腹膜脂肪、皮下脂肪、腎臓、肝臓及び骨格筋にそ

れぞれ 178～ 14 3 μg/g、 102～ 3 54 μg/g、 008～ 1 16 μg/g、 025～063μゴg及び

008～ 0 35 μg/gのエトフェンプロックスが存在した。

1,000mゴ個体/日 投与群のうち2頭に、28日 間エトフェンプロックスを投与後、

エ トフェンプロックスを含まない飼料を 14日 間給餌した後でも、エ トフェンプロ

ックスが腹膜脂肪、皮下脂肪及び腎臓にそえ■ぞれ最大で 118、 301及び 023 μg/g

検出された。

また、ホルスタイン種泌平L牛 (一群1～2り1)に、エ トフェンプロックスを7日 間

連続稲わら混入投与 (原体 :225及び45 mg/個体/日 )する孝L汁移行試験が実施され

た。

その結果、225m3/個体/日 投与群では試験開始から最終投与 5日 後まで、平L711F

のエ トフエンプロックスは検出限界未満 (く005 mgなg)であつたが、45m♂贈 l lk

重/日 投与群では、投与開女台3日 後から最終投与 1日 後まで、0,06～ 009 mg/kgつ

エ トフェンプロックスが乳汁中に検出された。しかし、最終1交与 3日 後から試験終

了時まで、検出限界未満であった.(参照 8)

(6)ヤギ
泌乳期ザーネン種ヤギ (一群 l ll‐ )に、 1lC・ 2‐エ トフェンプロックスを 7日 間カ

プセル経口 (005又 は0:54 mgよg体重/日 、1日 2回)投与する動物体内運命試験

が実施された。

最終投与 21時間後までの尿、糞及び孝L測・ 11にツト泄された放射能は、005 mg/kg

体重/日 投与群ではそれぞれ 173、 585及び 052%TAR、 054 mg/kg体重/日 投
l」

群ではそれぞれ 184、 628及び 076%TAIヽ であり、主要排泄経路はいずれも集中

であつた。

最終投与‐21時間後の各組織中放Ill能濃度は、表 9に示されている。

予L71^、 筋肉、脂肪、腎臓及び月干臓中の主要成分は、親化合物であった。代謝物は、

腎臓中にXl及びⅧ、肝臓中にⅡ及びⅦ又はlX、 平L汁中に少量のXⅡが検出された。
(参照 8)

表 9 最終投与21時間後の各組織中放射能濃度 (μg/g)

投与量 005m♂埓体重/日 054m♂噌体重/日

月旨月方

肝臓

腎1蔵

筋 肉

血液 く001

(7)ニワトリ

産卵期白色レグホン種ニフトリ (投与群―群 5羽、対照群 3羽 )に、14c‐ 2‐エ ト

フェンプロックスを 14日 間カプセル経口 (0075又 は075m3/kg体重/日 、1日 1

回)投 与する動物体内運命試験が実施された。
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最終投与 24時間後までに、排泄物中に排泄された放射能は、0075及び 075
m♂罐体重/日 投与群で、それぞれ 816及 び902%TARであった。いずれの投与群
も、最終投与 24時間後までの卵 ll l中には 05%T_4R、 卵白中には 0_1%T/m以下の

放射能が存在した。

最終投与 24時間後の各組織中放射能濃度は、表 10に示されている。

排泄物、JF黄、肝臓、筋肉、脂肪及び皮膚いずれも親化合物が主要成分であった。

代謝物は、排泄物中にⅢ、X及びVⅡ又はⅨが検出されたが、それ以外の試料中の代
謝物は、いずれも未知の物質であった。 (参照 8)

表 10 最終投与 24時間後の各組織中放射能濃度 (μg/g)

投与量 0 075 mgな g体重/日 075 mgな g体重/日

脂肪

皮膚 0071

肝lra 0035

血漿 0005 0018

血液 0004 0018

筋 肉 0004 0016

エ トフェンプロックスの動物体内における主要代謝経路は、エ トキシフェニル部

の脱エチル化によるⅡの生成及びフェノキシベンジル部のイ位の水酸化による皿の

生成であると考えられた。

(8)ラ ット (代謝物Ⅳ)
Wistだ ラット (雄 4匹)に、14c‐Ⅳ (代謝物Ⅳは植物における主要代謝物)を 30

mg/1cg体重で単回経口投与して、動物体内運命試験が実施された。

投与 48時間後に、1亀漿中 (030μゴg)よ り放射能濃度が高かった組織は、腸管

(1 30 μg/g)、 腎臓 (0 48 μg7/g)及び肝臓 (0 34 μg/glであった。

投与後 24時間の糞中には、未変化の代謝物Ⅳが 386%Tノロ 存在 したが、投与24

～48時間の糞中にはⅣは検出されなかった。また、投与後 48時間の糞中には、代

謝物Ⅷ (162%T俎)及びXⅡ (245%T俎)が検出された。
投与後 48時間の尿中及び投与 18時間後の月千臓中には、未変化の代謝物Ⅳは検出

されなかつた。尿中には代謝物Ⅷが 88%TrR、 xⅡ が 16%T/R検 出されたが、肝
臓中の代謝物は同定されなかつた.

投与後 48時間のツト泄率は表 11に示されている。主要排泄経路は尿中であり、
738%T/8が 排泄された。 (参照 8)

表 11 投与後 48時間の排泄率 (%TAR)

試料 尿 糞 洗浄液 D 組織 '
カーカス 合計

排泄率 738 057
1):ケージ洗浄液
2):脂肪、腎臓、肝臓、腸管及びその他の細徹の合計

2.植物体内運命試験
(1)水稲①
lpro・■
‐14c]ェ トフェンプロックス又は[ben‐ 14c]ェ トフェンプロックスを、土耕栽

培の水稲 (品種 :コ シヒカリ)の出穂直前の止め葉 1枚の表面に 10‖ g/葉で塗布し、

1及び 2週間後に採取した処理葉及び非処理部を試料として、植物体内運命試験が

実施された。

71L理 1週後の処理葉抽出物中の放射能は 735～774%TARで あつたが、2週後に

588～591%TARと 減少し、処理葉の未抽出残澄に存在した放射能は、処理 1週後
の 45～ 53%T/8か ら処理 2週後の 152～ 198%T_4Rと 増力日した。

非処理部に存在した放射能 (抽出物及び未抽出残澄の合計)は、処理 1及び 2週

後でそれぞれ 065～086及び 097～ 138%W咀 であつた。
処理葉中の親化合物は、処理 1週後に 463～ 467%T_4R存 在したが、処理 2週後

には 258～ 259%TARと 減少し、速やかに代謝されたと考えられた。処理 2週後の

処理葉中の主要代謝物は、代謝物Ⅳ (104～ 107%TAR)及 びII(41%TAR)で あ

った。[ben・ 14c]ェ トフ三ンプロックス処理区にのみ、代謝物Ⅷが 39%TAR存在し、
また、[pro・ 1‐ 14c]ェ トフェンプロックス処理区にのみ、代謝物Xが 40～ 55%T/猥

存在した。その他両処理区で代謝物 V、 Ⅶ及びⅨが存在したが、いずれも 2%型咀

を超えなかった。

また、lpro‐ 1‐ 14c]ェ トフェンプロックス又は[ben‐ 14c]ェ トフェンプロックスを、

土耕栽培の水稲 解]種 :日本晴)の 出穂直前の止め葉 1枚の表面に 10 μg/葉で塗布

し、6週間後まで栽培する試験も実施された。

処理 6週後、非処理部の種子に存在した放射能 (抽出物及び未抽出残澄の合計)

は 046～ 055%TARで あり、処理したエ トフエンプロックスの可食部への移行はご

くわずかであると考えられた。 (参照 8)

(2)水稲②
乳斉1に調製した 14c_2‐エ トフェンプロックスを、水稲 (品種 :日 本晴)に散布処

理又は土壌処理し、温室内で栽培して未成熟期及び成熟期に採取した茎葉及び穂を

試料として、植物体内運命試験が実施された。

各試験区の処理量t処理及び試料採取時期は表 12に示されているc



表 12 各試験区の処理量、処理及び試料採取時期

処理方法
処理量

(R aiム a)

収穫

35日 向t

収穫

28 日前

収穫
21日 前

収穫

14日 前

収穫日

1成熟期)

茎葉散布
散布 試料採取 試料採取

2,000 散布 試料採取 試わ1採取

土壌処理
処理 試料採取 試料採取 試料採取

2000 処理 試料採取 試料採取 試料採取
又 | せ

表 14 収穫期玄米及びもみ殻中代謝物

処理方法 土壌処理

処理量 450g 譴ぬa ailha

試料 玄米 |、 み殻 玄米 ()み殻

ms&s %TRR me/ke %TRR ms/ks %TRR me/ks %TRIt

親化合物 0006 157 0007

Ⅳ 0001 0002

lll 0001 0002 0002 0004

Ⅸ く0001 0003 0001 0010

X 0002 0001 0005 0005

XⅡ く0001 く0001 0001 0002

未抽出残湾 0041 0019 532 0107 0046 567

処理方法 基某散布

処理量 alぬ a 2000 ai/ha

試料 玄米 もみ殻 玄米 もみ殻

ms/ks %TRR ms/ks %TRR me/ke %TRR m″kg %1・ ltR

親化合物 0040 0854

Π 0090 0506

皿 0018 0092

IV 0009 0886 0079
V 0337

Ⅷ 0011 0151 0072

Ⅸ 0003 0221 0018

X II 0037 0018 0417

X l1/ 0102

未抽出残澄 0007 0886 0059
‖1) ~:検 LHされず

水稲試料中の放身1能分布は表 13に、収穫期の玄米及びもみ殻各試料中の代訓ll」

は表 14に、収穫期の稲わら中の代謝物は表 15に示されている。

土壌処理、茎葉散布いずれも、稲わらに比べ玄米に存在した放射能は少なかったし

特に、茎葉散布された場合、玄米への浸透はごくわずかであったも

土壌処理区で、玄米から親化合物は検出されず、代謝物Xが最も多く検出された

が、5%TRR未満であった。もみ殻では親化合物又は代謝物Ⅸが最も多かった。ま
た玄米では90%[mR以上、もみ殻では532～567%TRRが未抽出残澄に存在した.
稲わらでは、450 g a1/ha処理では親化合物及びⅣが、2,000 g ttha処理ではIILIビ 缶

物、代nll物Ⅸ及びXが主要成分であつた。
茎葉散布区で、玄米、もみ殻いずれも親化合物が最も多かった。主要代謝物に|ヽ

であり、2,000 g a1/1.a散 布の玄米を除くと、玄米及びもみ殻中に 10%TRR以上
`F在した。200 g a1/11aの玄米では、代謝物Ⅷも 141%TRR存在した。稲わら中では、

親化合物が 489～551%TRR、 代謝物Ⅳが 215～223%TRR存在した。 (参照 8)

表 13 水稲試料中放射能分布 (mg/kg)
処理方法 土壌処理 茎葉散布

処理 最 (g aiム a) 2000 2,000

収穫 14日 前
穂 0050 0077 2250
茎葉 0085 0145

収穫日

玄米 0054 0108 0070 0905
もみ殻 0038 0080
稲わら 0162 0599 427

注)いずれも燃焼分析による値

表 15 収穫期稲わら中代謝物
処理方法 土壌処理 茎葉散布

処理量 a1/1■ a 2 000 g a1/11a 200g ai/11a 2000,ai′ha

%TRR ms/ks %TRR rng/kg %TRR ms/ks %TRR
親化合物 0081 227

Il 0001 0002 0132 0826

lII く0001 0001 0065 0754

Ⅳ 0023 0029 0952 223

V く0001 0001 0058 13 0342

Ⅷ 0006 0054 0214

IX 0013 0067 0079 0530

X 0007 0105

XΠ 0052 0136 0510 13

未hH出残湾 0037 0222 0452
注 )



(3)さ やいんげん

[pro‐ 1‐
14c]ェ トフェンプロックス又は[ben‐ 14c]ェ トフェンプロックスを、水耕栽

培のさやいんげん(品種:サーベル)の発芽 14日後の2葉期幼苗の葉1枚に、10μゴ
葉で塗布し、処理 1、 2及び 3週後に採取した処理葉、非処理部の茎葉部及び根部
を試料として、植物体内運命試験が実施された。

さやいんげん試料中放射能分布は、表 16に示されている。非処理部に移行した

放射能は、1%T_4R未満であつた。

処理葉中の親化合物は、処理 1週後に 680～ 736%TARで あつたが、処理 3週後
には 465～ 490%ワQに減少した。処理 3週後の主要代謝物は両標識体処理区でⅣ
(111～ 147%T湘助 であつた。また、[pro・ 1‐ 14c]ェ トフェンプロックス処理区で

はⅨ及びXがそれぞれ 114及び 39%型眠、[ben‐ HClエ トフェンプロックス処理区
ではⅦ及びⅧがそれぞれ 92及び 37%T/R存在した。 (参照 8)

(4)ぶどう
MC・ 2‐エ トフェンプロックスを、lEl場栽培のぶどう (品種 :恥 rdelёl)樹に 300g
出ha(通常処理区)又は 3,000 g ttЪ a(10倍処理区)で散布し、散布 14及び 28
日後に採取した果実を試料として、植物体内運命試験が実施された。

ぶどう試料中放射能分布は、表 17に示されている。放射能の大部分 (597～

82_1%TRR)は 、果実房表面洗浄液中に存在した。

果実、皮及び種子抽出物中に、親化合物は散布 14日 後に 77～ 109%TRR(通 常
処理区で059m♂昭、10倍処理区で451 mgな」、散布28日後に124～ 151%TRR
(通常処理区で 033 mg/kg、 10倍処理区で 426 mg/kg)存在した。同定された代

謝物はいずれの処理区、採取時期でもⅣのみであり、散布 14日 後に 033～

056%TRR、 散布 28日 後に 073～ 106%TRR存在した。           t
果汁中には親化合物は検出さわ′ず、同定された代謝物もなかつた。

果実房洗浄液中の成分はほとんどが親化合物であり、542～768%TRR存在した。
また、代謝物Ⅳが 31～60%TRPN存在した。 (参照 8)

(5)なたね
14c‐ 2‐エトフェンプロックスを、土耕栽培のなたね (品種 :Express)の播種約 7

カ月後に、120 g ttha(通 常処理区)又は 1,200 g ttha(10倍処理区)で散布し、

散布 56日 後に採取した種子及び葉を試料として、植物体内運命試験が実施された。

なたね試料中放射能分布は、表 18に示されている。種子及び葉に存在した放射

能の合計は、通常処理区及び 10倍処理区でそれぞれ 33及び 7.6%T′颯 であった。

種子試料中には、親化合物が 565～621%TRR(通常処理区で 002 mg/kg、 10

倍処理区で 0 14 mg/kg)存在した。代謝物はⅡ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ、及びXIが

同定されたが、Ⅳ (32～49%TRR)以 外は 1%TRRを超えなかった。

葉試料中には、親化合物及び代謝物Ⅳのみが同定された。親化合物は通常処理区

で 79%TRR(0 009 mgた g)、 10倍処理区で 352%TRR(133 mgl■ g)、 代謝物Ⅳ

は通常処理区で 11%TRR(0001m♂贈)、 10倍処理区で 52%TRR(0 203 mg/kg)
であった。 (参照 8)

(6)レタス
14c_2‐ エトフェンプロックスを、圃場栽培のレタス (品種不明)の llA付け35日 後

に、180 g ttЪa(通常処理区)又は 1,800 g allha(10倍処理区)で散布し、8日後

に採取した葉を試料として、植物体内運命試験が実施された。

レタス試料中放射能分布は、表 19に示されている。葉に存在した放射能の447

～630%TRRは表面洗浄液中に存在した。
試料中では親化合物が最も多く、代謝物はⅡ、IV及びXIが検出されたが、いず
れも3%TRR未満であらた。(参照 8)

表 17 ぶどう試料中放射能分布 (mg/kg)

処理量 300 g a1/11a(通自i韓匁y里 IX) 3,000 g ai/11a(10倍 処理区)

試料
果実房

洗浄液
果 実 果柄

果実房

洗浄液
果実 果柄

呂1lF  14日 イ炎 446
(821)

076

(139)

２２
０

０

に

472
(809)

689
(118)

２８
０

４

０

28日 後 200
(752)

052
(195)

014
(50

168
(597)

653
(232)

483
(171)

表 16 さやいんげん試料中放射能分布 (%TAR)
標識体 lpro‐ 1‐

14t エトフェンプロックス lben_14cl r17 a>lta v) 7

試料 処理葉
非処理部

処理葉
非処理部

茎葉部 根部 茎業部 根部

鯉 1退雪髪

3適髪 853
注) 一 :定量限界未

表 18 なたね試料中放射能分布 (mg/kg)
処理量 120 g all■ a(通常処理区) 1,200 g ai/11a 0倍処理区)

試料

種子 葉 種 子 葉

抽出物 枷雛
抽出物 枷薙

抽出物 馴
嫌

抽出物
未抽出

残溢

0025
(776)

0007
(224)

0100
(896)

0012
(104)

0184
(726)

0069
(274)

350
(924)

029
(76)

ヽ 内は %



処理量 alムa(通常処理 lA~)
試摯| 洗7「液 抽出物 未抽出

ms/ks %TRRD ms/ks %TRR ms,&s %TRH
総残留放射能

'
179

親化合物
ll 0004 0037 042
IV 0048 0023
XI 0006 く0001

処理量 ai,/ha 0倍処理区

試料 洗 r 液 抽出物 未抽出残澄

msiks %TRR ms/ks %TRR m″kg %TRlt

総残留放射能 ]19
規化合物 300
II 0044 0030
Ⅳ 0513 267 0125 __―

~

XI 0002

表 19 レタス試料中放射能分布

注)余 1線 :分析せず  -1検 出されず
1)洗浄液、抽出物及び未抽出残澄における放射能の合計を100%TRRと した値
2)親化合物及び各代謝画分の合計

植物におけるエ トフェンプロックスの主要代謝物は、いずれの試験においてもIV

であった。植物体内における主要代謝経路は、主に光反応によつて生成されるⅣを

経て、VШ及びⅨが生成されるものと考えられた。

3.土壊中運命試験
(1)湛水土壌中運命試験
[pro‐ 1‐
14c]ェ トフェンプロックス又はlben‐14c]ェ トフェンプロックスを1直壌上

(埼玉及び栃木)に乾土あたりlmgなgの濃度で添力日し、25～30℃、明条件又は1汗

条件で 7又は 12週間インキュベー トする湛水土壌中運命試験が実施された。

明条件下では、土壌よリメタノール抽出された放射能は試験開政台7週後で 298～

438%T」1であり、明条件下におけるエ トフェンプロックスの推定半減期は 2^-3

週間と算出された。

暗条件下では、試験開始 10～ 12週後の抽出性放射能は 702～910%T想 であり、
lh出物中に未変化の親化合物が 646～872%T想 存在した。 (参照 8)

(2)好気的土壌中運命試験
lpro‐ 1‐
14clェ トフェンプロックス又は[ben‐ 14c]ェ トフェンプロックスを砂壌 |:

(山梨、非滅菌)及び軽埴土 (千葉及び静岡、いずれも非滅菌)に乾土あたり l lllg/k=

の濃度で添加し、25℃、暗所で最長 8週間インキュベー トする好気的土壌中運命試

験が実施された。

暗条件において、メタノール抽出性放射能は試験開始 3週 間後に 202′ ―

265%T_ARで あつた。親化合物は経時的に減少し、試験開始 3週間後には 139～

162%TARと なった。いずれの処・l区でも、エ トフェンプロックスの好気的土壊に

おける推定半減期は 6～ 9日 と算出された。

非滅菌土壌における主要分解物はIV及びVであつた。Ⅳは試験開始 1週後に 26

～71r/。TARであったが、試験開始 2週後には 14～34%Tノロ に減少した。Vは試

験開始 1及び 2週後でそれぞれ 14～40及び 13～2.7%T′Eであつた。
千葉土壌のみ、14co2発生量を測l定 したところ、試験開始 8週後までに 317～

442%T俎 発生した。
山梨土壌については、減菌土壌を用い、明条件及び暗条件下でインキュベートす

る試験も併せて実施したところ、光条件にかかわらず、試験開始 2週後にエ トフェ

ンプロックスは約 95%T_4R残 存し、ほとんど分解は認められなかった。 (参照 8)

(3)ガラス表面光分解試験
llDro・ 2‐
14c]ェ トフェンプロックス又は[ben‐ 14c]ェ トフェンプロックス200 μgを

ガラスシャーレ表面に塗布し、人IE光 (光量 :30,000Ы)を 25～ 30℃で 14日 間照

射 (13時間‐明、11時間‐暗)する光分解試験が実施された。
エ トフェンプロックスの分解は速やかであり、試験終了時には 19～57%型重 に

減少していた。推定半減期は両標識体とも約 4日 と算出された。主要分解物はIVで

あり、経時的に増加して、試験終了時に 255～268%TAR存 在した。

また、[pro‐ 2‐ 14c]ェ トフェンプロックス又は[ben‐ 14c〕ェ トフェンプロックス lmg

を石英フラスコ底部に塗布し、キセノン光 (光強度 :55W/1112)を 7週間照射
‐
う
~る

光分解試験が実施された。

エ トフェンプロックスは、試験終了時には 168～ 183%T_4Rに減少した。主要分

解物はⅣであり、試験終了時に 237～265%TAR存在した。 (参照 8)

(4)土壊吸脱着試験
4種類の国内土壌 [埴壌土、シル ト質壌土、壌土及び壌質砂上、 (採取地不明)]

及び 1種類の国内土壌 [壌土 (茨城)]を用いて土壌吸着試験が実施された。
Freundhぬ の吸着係数 ICadsは 158～ 119,000、 有機炭素含有率により補正した吸

着係数 Kbcは 5,780～ 4,200,000、 脱着係数 BFesは 14～ 111,000、 有機炭素含有率

により補正した脱着係数で ,Socは 378～ 4,100,000で あつた。 (参照 8)

(5)土壌溶脱性 (リーチング)試験
3種類の土壌 [砂壌土 (山梨)及び軽埴上 (静岡及び千葉)]に、い■o‐ 1‐ HClエ

トフェンプロックス又はlben‐14c]ェ トフェンプロックスを lmg/kgで添加 した。そ

れらをエ トフェンプロックス無添力日の土壌を充填したガラスカラム (4cm× 50 cm)

の上部に 5cmと なるように加え、カラム保水量の 3～5倍の蒸留水を流して、土壌

溶脱性試験が実施された。また、漂識化合1勿を添加した後 2週間インキュベー トし



た土壌を用いて、同様にガラスカラムの上に加え、土壌溶脱性試験が実施された。

浸出液中の放射能は、いずれの試験区もわずかであり、最大でも40%TAR以 下
であつた。

土壌カラム中の放射能は、上部 5cmに、Jl壌中の90%TRR以上が存在した。(参
照 8)

4 水中運命試験
(1)加水分解試験
非標識エ トフェンプロックスを、pH 5(フ タル酸緩衝液)、 pH 7(リ ン酸緩衝液)

及びpH 9(ホ ウ酸緩衝液)の各減菌緩衝液に 4 mg/Lの 濃度で添加し、25± 1℃、
暗所条件下で 181日 間インキュベートする加水分解試験が実施された。

いずれの緩衝液中も(試験終了時に親化合物は 3.4～ 38 mg/11存在し、エ トフェ
ンプロックスは加水分解に対し安定であると考えられた。

各pHにおける推定半減期は、いずれも 1年以上と考えられた。 (参照 8)

(2)水中光分解試験
[plo・ 2・ 14c]ェ トフェンプロックス及び〔ben‐ 14cIェ トフェンプロックスの等量混合

物を、pH 7の リン酸緩衝液 (滅苗)又は自然水 (池水、スイス、pH不明、滅菌)
に 029 myЪ の濃度で添力日し、キセノン光 (光強度 :172W71112、 測定波長 :300
～400 nm)を 25± 1℃で 15日 間連続照射づ

｀
る水中光分解試験が実施された。

エ トフェンプロックスの、緩衝液及び自然水における推定半減期 (一次反応速度

式)は、それぞれ 47及び 79日 と算出され、東京、春の太陽光下に換算するとそ
れぞれ 104及び 175日 と算出された。
緩衝液及び自然水中いずれも、分解物Ⅳ、Ⅷ及びⅨが存在した。Ⅳ及びⅨは経時

的に増力日し、試験終了時の緩衝液中のⅣ及びⅨはそれぞれ 636及び 120%TRR、
自然水中のⅣ及びⅨはそれぞれ 378及 び 144%TRRで あった。分解物Ⅷは試験開
始 135日 以降に認められ、38～ 50%TRR存在した。 (参照 8)

(3)田面水中における減衰試験
エトフェンプロックス粒斉1を 900 g a1/11aで 水田に散布し、田面水中における減

衰試験が実施された。

田面水中のエ トフェンプロックス濃度は、散布 2日 後に最大 0 044 ppmを 示した

が、その後急速に減衰し、散布 1′1～21日 後には検出限界 (0 002 ppm)以下とな

った。 (参照 8)

5 土壌残留試験
火山灰上・壌土 (茨城)、 沖積土・埴壌土 (①埼玉、②高知)、 洪積土・埴壌土 (静

岡)及び火山灰土・軽埴土 (茨城)を用い、エトフェンプロックス及び分解物Ⅳを分

析対象化合物とした土壌残留試験 (容器内及び圃場)力 実`施された。エトフェンプロ

ックスの推定半減期は表 20に示されている。分解物Ⅳは分析値が試験期間中分析イ直

は検出限界に近い値であり、推定半減期は算出されなかった。 (参照 8)

6.作物等残留試験
(¬ )作物残留試験

水稲、穀類、野菜、果実、豆類及び茶を用い、エトフェンプロックス及び代謝物

Ⅳを分析対象化合物とした作物残留試験が実施された。結果は別紙 3に示されてい

る。エトフェンプロックスの最大残留値は、最終散布 14日 後に収穫したみかん (果

皮)の 114m♂罐、代謝物Ⅳの最大残留値は、最終散布28日 後に収穫した夏みか
ん (果皮)の 1 15 mgllcgで あつた。 (参照 8)

(2)魚介類における最大推定残留値
エトフェンプロックスの公共用水域における水産動植物被害予測濃度 (水産

PEC)及び生物濃縮係数 (BCF)を基に、魚介類の最大推定残留値が算出された。
エトフェンプロックスの水産 PECは 0 036 μg/L、 BCFは 3,960(試験魚種 :ブ

ルーギル)、 魚介類における最大推定残留値は0 713 mg1/kgで あった。 (参照 11)

表 20 土壌残留試験成績

試験 濃度
キ

土壌
推定半減期 (日 )

エトフェンプロックス

容器内

試験

湛水状態 l mgikg
火山灰土・壌土 ≧545

沖積土・埴壌土① ≧545

畑地水分

状態

05 mg/1cg
火山灰土・壌土 ll

洪積土・埴壌土

10 mg,&g
火山灰土・軽埴土 3

沖積土・埴壌土②

場

験

岡

試

水 田
400EC+ 900c

s a/ha
火山灰土・壌土

沖積・埴壌土①

畑地

160-200WP× 3
g ai/11a

火山灰土・洪積土

500WP X 3

g ai/11a
洪積土・埴壌土 9

9000EC× 3

g aVha

火山灰土・軽埴土 17

沖積土・埴壌土② 5

注) 力:容器内試験で純品、圃場試験でEC:7麟 J、 G:粒斉1、 WPI水和剤を



7.一般薬理試験
マウス、ネコ、ラット、イヌ、モルモット及びウサギを用いた一般薬理試験が実施

された。結果は表 21に示されている。 (参照 8、 9)

試験の種類 動物種
動物数

解

投与量

(瑠増徊

(投
`i経
路)

最大

無作用量

いコ殿体勤

最小

作用量

(1:【 11::/1[【 gイ本亘⊃

結果の概要

呼
吸

・
循
環
器
系

呼吸・血圧・心

電図

雑 重

イヌ
雌雄 10

1、 3、 10、

30、 100

(静‖R内)'

100m♂噌体]1で一

過性に呼吸・血圧及

び心拍数へ影響、30

mgなg体重で一過性

に呼吸へ影響

摘出心房
n的
υしモット

雄 16

lX10 5^´

1× 103 Ⅳl

(ル,l・ /″・al

[xlo 4 1vl 1× 103M

1× lo3Mま で単独作

用なし

1× 100Mで A(」 hの
作用を抑制

平
滑
筋

摘出回月易
I詢
モルモット

雄 20

lxlo6_
lx 10 41vI

(ノ,,,をしra
1× lo 4 1vI 影響なし

摘出回腸
日本白缶重

ウ責
雄 5

lx106_
1× lo3 M

(カ ガクの

3× 106171 1× lo5 M
1× lo5-lxloO Mで

軽度の緊張低下,

炭末輸送能
ddY
マウス

雄

9ヽレ10

0、 12,500、

25,000、

50,000

(経日)。

50,000 影響なし

輸精管
ヽ
～
枷

ラット
雄 8

1× lo5_
lx]03 NI

(ノbガしra
l× 103M 影響なし

摘出子宮
ヽヽ輸

ラット
雌 23

lx10 6_

lxlo4)ッI

(ノカガ∬ふ

1× lo4M 影響なし

尿量、

尿中電解質 励
ラッ‐、

雄

6-7

0、 10,000、

20,000

“

I口 )D
10,000

10,000 mg/kg体 重

以上で、投与後 5時

間の尿量、ナ トリウ

ム及びクロール排

泄量が減少

血

液

血清

生化学的検査

(ラ ット)

ヽヽ血

ラット

雄

7-8

0、 10,000、

20,000

(辛

`□
)1)

10,000

10,000 mg/kg体重

で、投与 1時間後に

Glu、 斑り 及びハLT
増加傾向、3時間後
に回復

血液凝LEl

(ラ ット)

WIs撤

ラット
雄 6

0、 10,000、

20,000

(経日)D
20,000

20,000 mgなgイ本重

で、投与 24時間後
PT延長、JPTT及 び
フィフ
゛
リノータン量に影響

せず

士作 用量 マ |■静 /、無 で 芦 /

表 21 -般薬理試験概要

試験の種類 動物種 勉
畔

投与量

贈 増徊

(投与経路)

最大

無作用量

作n口Дて,イオ(i千め

最小

作用量
lll■ Jおイム諭

結果の概要

中
枢
神
経
系

自発運動量
置

マウス
雄 10

0、 25,000、

50,000

(経口)D
25,000

50,000 mttkg Й:

で有意な低 卜、

2rD,000 nlg/k=|↑

では低 ドlLk向

■

|

チオヘ
・ンタール

1唾口民日寺刷|

ddY

マウス
雄 10

0、 12,500、

25,000、

50,000

(経口)D

2,5000

50,000 nlg/kg 14(111

で睡眠時間の有111

延長、

25,000 mg/kg lliJЦ

では延長傾向

抗痙攣作用
ddY

マウス
雄

9-10

0、 5,000、

50,000

(経口)1)

50,000

ペンテ トラゾー i

ス トリキニーネ■t

電撃誘発痙早に11こ

影響なし

llA余‖反‖瞑「ト
ddY

マウス
雄

9-10

0、 5,000、

50,000

(経日)D
50,000 影響なし

体温
ddY

マウス
雄 10

0、 25,000、

50,000

(経口)。

影響なし

脊髄反射電位 獅
ネコ
雌雄 5

125-1,000

(累積投与)。

(十二指腸内

1,000 影響なし

脳波
ヤヽ恥

ラット
雄 10

0、 1,000、

10,000

(経口)D
1,000

1,000m♂鰐 体・lで
前頭葉脳波に変化、

48時間後に回復

日
律
神
経
系

瞬1莫収縮反応 維
ネコ

雌雄 4
10^´ 100

(静脈内)'
影響なし

体
性
神
経
系

月リト腹筋収縮
ヽ
～
憲a
ラット

雄 4
125～ 100

(静脈内)'
影響なし

一 1最大作用量又は最小無毒性量をヨ

溶媒は 1)原 液、

"Dl∬
 を用いた。



8.急性毒性試験
(1)急性毒性試験
エ トフェンプロックス (原体)の急性毒性試験が実施された。結果は表 22に示
されている。 (参照 8、 9)

表 22 急性毒性試験結果概要 (原体 )
与

路

投

経
動物種

LD50(nう g/kg体重 )

雄 ~両 観察された症状

経 口

SDラ ット
雌雄各 10匹

>42,900 >42.900

立毛、自発運動低下、灰白色の軟便、

下痢、体毛汚染

死亡例なし

ICRマ ウス

雌雄各 10匹
>107,0()() >107,1)00

下痢、呼吸速迫、体毛汚染、立毛、

腹部膨満

50m副鱈体重以上で死亡例
ビーグル大

雌雄各 1匹
>5,000 >5,000 症状及び死亡例なし

経皮

SDラ ット
雌雄各 10匹

>2,140 >2,14‐ 0
自発運動低下、うずくまり

死亡例なし

ICRマ ウス

雌雄各 10匹
>2,140 >2,140 症状及び死亡例なし

1夏月空内

SDラ ット
雌雄各 10匹

>42,900 >42,900
立毛、軟使、下痢

死亡例なし

ICRマ ウス

雌雄各 10匹
>53,600

13,400‐

26,800

自発運動低下、顔面浮腫、腹部膨満、

軟便、立毛

625m朝9体重以上で死亡例

皮下

SDラ ット
雌雄各 10匹

>32,20() >32,200
立毛、 うずくまり、灰自色の軟便、
体毛汚染

死亡例なし

ICRマ ウス

雌雄各 10匹
>53,600 >53,600 症状及び死亡例なし

吸入
VAstarラ ット

雌雄各 5匹

LCr, (me/l-) 閉眼、半眼、異常姿勢、異常呼吸、

嗜眠、脱毛、自発運動克進

死亡例なし
>5,9 >59

代謝物Ⅱ及びⅣを用いた創生毒性試験が実施された。結果は表 23に示されてし

る。 (参照 8、 9)

表 23 急性毒性試験結果概要 (代謝物Ⅱ及びⅣ )
験

質

被

物

与

路

投

経
動物種

LDttmJkg体重)
観察された症状

雄 雌

I 経 目
SDラ ット
雌雄各 5匹

>5,000 >5,000 症状及び死亡例なし

lV 経 日
SDラ ット
llt雄各 5匹

>5,000 >5,000
一過性の運動低下

死亡例なし

(2)急性神経毒性試験 (ラ ット)
SDラ ット (一群雌雄各 10匹 )を用いた単回強制経口 (原体 :0、 25、 125、 500及

び 2,000m♂贈体重、溶媒 :10%MC水溶液)投与による急性神経毒性試験が実施
された。

木試験において、いずれの投与群においても検体投与の影響は認められなかつた

ので、無毒性量は雌雄とも本試験の最高用量 2,000m♂贈体重であると考えられた。

|わ経毒性は認められなかつた。 (参照 8)

9 眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験
日木白色種ウサギを用いた眼刺激性試験及び皮膚刺激性試験が実施された。その

結果、エ トフェンプロックスは眼及び皮膚に対し刺激性を示さなかった。

Hartleyモルモットを用いた皮膚感作性試験 (M継童並atiOn法 )が実施され、皮

膚感作性は陰性であつた。 (参照 8、 9)

10.亜急性毒性試験
(1)90日 間亜急性毒性試験 (ラット)①
SDラ ット (一群雌雄各 20匹)を用いた混餌 (原体 :0、 50、 300、 1,800及び

10,800 ppm)投与による90日 間亜急性毒性試験が実施された。

各投与群に認められた毒性所兄は表 24に示されている。

本試験において、1,800 ppm以上投与群の雄でAST、 N」T及びT Chol増加等が、

10,800 ppm投 与群の雌で体重増加抑制等が認められたので、無毒性量は雄で 300

ppm(20 mg/1cg体 重/日 )、 雌で 1,800 ppm(142 mg/1tg体重/日 )であると考えら

れた。 (参照 8、 9)




